
二
九

建
築
家
村
野
藤
吾
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た

関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
・
中
学
校
の
建
物
に
つ
い
て

西
　
田
　
貫
　
人

は
じ
め
に

　

関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
一
九
二
二
年
よ
り
現
在
ま
で
一
〇
〇
年
近
い

歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
建
築
家
村
野
藤
吾
（
一
八
九
一
年
〜
一
九
八
四

年
）
は
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
計
画
に
大
き
く
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

村
野
は
一
九
四
九
年
に
大
学
院
学
舎
を
設
計
し
て
以
来
、
一
九
八
〇
年
の
関
西
大

学
第
一
高
等
学
校
校
舎
の
設
計
に
至
る
ま
で
、
三
一
年
間
と
い
う
長
い
期
間
に
亘
り
、

四
〇
も
の
建
物
を
設
計
し
て
き
た
。

　

本
稿
で
は
、
村
野
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
、
現
在
建
て
替
え
工
事
が
計
画
さ
れ
て
い

る
、
関
西
大
学
第
一
中
学
校
、
第
一
高
等
学
校
の
建
物
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
価
値
を
再
考
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
．
関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
・
中
学
校
の
開
設
か
ら
千
里
山
へ
移
転
ま
で

　

関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
・
第
一
中
学
校
の
前
身
は
、
一
九
一
三
年
四
月
に
開
校

し
た
関
西
大
学
附
属
私
立
関
西
甲
種
商
業
学
校
で
あ
る
。
こ
の
関
西
甲
種
商
業
学
校

は
、
実
業
教
育
の
必
要
性
か
ら
、
一
九
一
二
年
の
関
西
大
学
の
福
島
学
舎
増
築
の
際

に
設
立
が
認
可
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
二
四
年
に
は
高
等
小
学
校
卒
業
生
を
対
象

に
授
業
を
行
う
関
西
大
学
第
二
商
業
学
校
（
一
九
四
四
年
の
戦
時
学
制
改
革
に
よ
り

廃
校
）
が
開
設
さ
れ
た
。

　

関
西
大
学
は
、
一
九
一
八
年
公
布
の
大
学
令
に
準
拠
し
た
大
学
に
昇
格
す
る
た
め
、

一
九
二
一
年
、
福
島
学
舎
よ
り
広
い
千
里
山
の
土
地
を
購
入
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

予
科
と
学
部
が
千
里
山
へ
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
関
西
甲
種
商
業
学
校
、
第

二
商
業
学
校
は
、
福
島
学
舎
に
留
ま
っ
た
。
そ
の
福
島
学
舎
で
あ
る
が
、
一
九
二
五

年
に
鉄
道
省
か
ら
東
海
道
新
幹
線
の
拡
幅
高
架
化
の
た
め
、
敷
地
の
一
部
が
収
容
さ

れ
、
代
わ
っ
て
大
阪
市
か
ら
大
淀
区
長
柄
中
通
二
丁
目
に
約
二
二
〇
〇
坪
を
譲
り
受

け
、
天
六
学
舎
へ
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
天
六
学
舎
の
地
鎮
祭
は
一
九
二
八
年

に
行
わ
れ
た
。
学
舎
は
一
九
二
九
年
に
竣
工
し
、
実
際
に
移
転
し
た
の
は
移
転
計
画

を
発
表
し
て
か
ら
三
年
半
ほ
ど
経
っ
て
か
ら
と
な
っ
た
。
当
時
の
天
六
学
舎
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
下
一
階
地
上
四
階
建
、
延
べ
面
積
約
七
〇
〇
〇
㎡
で
、
福
島

学
舎
の
四
倍
の
広
さ
を
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
学
生
数
の
増
加
に
伴
っ
て
、
度
々

増
築
が
行
わ
れ
た
。



三
〇

　

戦
後
の
一
九
四
七
年
に
は
新
学
制
が
実
施
さ
れ
、
関
西
大
学
は
大
学
院
、
大
学
、

高
等
学
校
、
中
学
校
の
経
営
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
関
西
甲
種
商

業
学
校
は
新
制
高
等
学
校
へ
改
編
さ
れ
、
天
六
学
舎
に
て
関
西
大
学
第
一
中
学
校
、

翌
年
一
九
四
八
年
に
は
、
関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
が
発
足
し
た
。

　

天
六
学
舎
で
発
足
し
た
第
一
中
学
校
、
第
一
高
等
学
校
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
敷
地

は
繁
華
街
も
近
く
、
人
家
や
町
工
場
が
密
集
し
、
大
阪
市
営
の
火
葬
場
・
墓
地
が
間

近
に
あ
り
、
教
育
に
最
適
の
土
地
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
都
市
部
の
学
校
と

い
う
こ
と
も
あ
り
校
庭
が
非
常
に
狭
い
上
に
運
動
場
は
高
校
・
中
学
兼
用
で
あ
っ
た

た
め
、
運
動
部
は
わ
ざ
わ
ざ
千
里
山
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
赴
く
必
要
が
あ
っ
た
。

　

一
九
五
〇
年
に
な
る
と
、
関
西
大
学
は
施
設
の
拡
張
を
求
め
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
に
隣
接
す
る
千
里
山
花
壇
の
敷
地
を
所
有
地
と
し
た
。
こ
の
地
に
は
当
初
、
大
学

の
各
種
研
究
所
を
設
け
、
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
す
る
構
想
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

関
西
大
学
第
二
部
の
天
六
移
転
が
決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
第
一
高
等
学
校
・
中
学

校
は
現
在
の
校
舎
が
建
つ
千
里
山
へ
移
転
し
た
。

二
．
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
と
村
野
建
築

　

村
野
藤
吾
は
佐
賀
県
唐
津
に
生
ま
れ
、
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
大
阪
を
本
拠
に
数

多
く
の
作
品
を
残
し
た
建
築
家
で
あ
る
。
関
西
大
学
と
の
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な

る
の
は
一
九
四
九
年
の
大
学
院
学
舎
の
設
計
以
降
で
、
一
九
八
〇
年
の
関
西
大
学
第

一
高
等
学
校
新
校
舎
の
竣
工
ま
で
の
三
一
年
間
、
施
設
の
設
計
に
携
わ
っ
た
。
こ
の

間
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
周
辺
の
敷
地
を
順
次
買
い
足
し
、
規
模
を
拡
大
し
た
。

　

村
野
が
三
一
年
間
と
い
う
長
期
に
渡
り
、
ひ
と
つ
の
敷
地
で
複
数
の
建
物
の
設
計

図 1　千里山花壇俯瞰図（関西大学年史編纂室所蔵）



三
一

を
続
け
た
例
は
他
で
は
み
ら
れ
ず
、
一
九
八
〇
年
に
は
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
築

の
多
く
が
村
野
藤
吾
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は

大
学
の
成
長
や
耐
震
へ
の
対
応
な
ど
、
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
村
野
が
設
計
し
た
建

物
の
取
り
壊
し
や
増
改
築
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
、
第
一

中
学
校
の
建
物
も
現
在
建
て
替
え
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

三
．
関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
・
中
学
校
の
敷
地

　

第
一
高
等
学
校
・
第
一
中
学
校
の
校
舎
建
設
は
、
起
伏
の
富
ん
だ
千
里
山
花
壇
の

跡
地
で
一
九
五
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の
千
里
山
花
壇
は
、
一
九
二
一
年
に
千
里

山
花
壇
と
し
て
開
園
し
た
。
開
園
当
時
の
様
子
は
残
念
な
が
ら
伝
わ
っ
て
い
な
い
も

の
の
、
開
園
以
降
、
数
度
に
わ
た
り
改
修
、
拡
張
を
経
た
姿
が
図
面
等
に
よ
り
確
認

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
二
七
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
改
修
部

分
に
つ
い
て
描
か
れ
た
「
千
里
山
花
壇
改
修
計
画
平
面
図
」、
一
九
三
九
年
に
拡
張
工

事
が
完
了
し
た
後
、
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
広
告
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ

た
「
千
里
山
花
壇
俯
瞰
図
」（
図
1
）
と
題
さ
れ
た
全
体
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
を
見
比

べ
る
と
、
関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
・
中
学
校
の
敷
地
は
、
千
里
山
花
壇
と
し
て
開

館
し
た
当
初
の
場
所
に
収
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
三
九
年
の
段
階
で
は
、

園
に
入
っ
て
す
ぐ
の
「
沈
床
花
壇
」
や
電
車
の
線
路
沿
い
に
観
客
席
が
設
け
ら
れ
た

「
大
運
動
場
」、
階
段
を
登
っ
た
先
に
「
食
堂
」、「
遊
戯
場
」、「
運
動
場
」
さ
ら
に
登

っ
た
先
に
「
展
望
台
」
が
建
っ
て
い
た
。

　

村
野
は
こ
の
敷
地
に
、
千
里
山
花
壇
時
の
敷
地
的
特
徴
を
活
用
し
な
が
ら
「
高
等

学
校
校
舎
／
現
・
高
等
学
校
特
別
教
室
棟
（
以
降
、
高
等
学
校
校
舎
）」①
、「
景
風

館
」②
、「
第
一
中
学
校
校
舎
」③
、「
高
等
学
校
理
科
特
別
教
室
棟
／
現
・
理
科
棟
（
以

降
、
理
科
特
別
教
室
棟
）」④
、「
高
等
学
校
新
校
舎
／
現
・
第
一
高
等
学
校
校
舎
（
以

降
、
高
等
学
校
新
校
舎
）」⑤
の
5
棟
の
建
物
を
設
計
し
た
。（
図
2
）

四
．
高
等
学
校
校
舎

建
築
面
積
：
一
二
七
六
．一
九
㎡

延
べ
床
面
積
：
二
八
四
九
．六
七
㎡

主
体
構
造
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
木
造

規
模
：
地
下
一
階
、
地
上
二
階

工
期
：
一
九
五
三
年
五
月
〜
一
九
五
三
年
一
〇
月

※
竣
工
時
に
つ
い
て

図 2　高等学校・中学校エリアの村野建築

図 3　高等学校校舎の配置について



三
二

　

一
九
五
三
年
に
竣
工
し
た
高
等
学

校
校
舎
（
図
4
）
は
、
天
六
学
舎
か

ら
千
里
山
へ
移
転
し
て
最
初
に
建
て

ら
れ
た
高
等
学
校
・
中
学
校
の
関
連

施
設
で
あ
り
、
花
壇
時
代
の
敷
地
南

西
に
あ
っ
た
大
運
動
場
と
観
客
席
を

見
下
ろ
す
よ
う
に
建
っ
て
い
る
。
外

観
は
、
同
時
期
に
千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
建
っ
て
い
た
大
学
院
学
舎

（
一
九
四
九
竣
工
）
や
大
学
ホ
ー
ル

（
一
九
五
二
竣
工
）
と
似
た
、
白
い
壁

に
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
瓦
葺
き
で
あ
り
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
一
部
木
造
）

三
階
建
の
建
物
で
あ
る
。
大
学
院
学

舎
が
建
つ
場
所
と
こ
の
校
舎
が
建
つ

場
所
は
離
れ
て
い
る
が
、
類
似
す
る

デ
ザ
イ
ン
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

村
野
は
当
初
、
白
い
壁
に
赤
い
屋
根

と
い
っ
た
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
キ

ャ
ン
パ
ス
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
千
里
山
花

壇
時
代
の
既
設
階
段
や
、
東
北
に
向

か
っ
て
小
高
く
な
る
丘
状
の
地
形
な

ど
、
あ
ま
り
手
を
加
え
て
お
ら
ず
、
も
と
の
環
境
を
活
用
し
た
設
計
が
行
わ
れ
て
い

る
点
に
つ
い
て
も
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
お
け
る
村
野
建
築
の
特
徴
と
し
て
よ

く
見
ら
れ
る
。

　

高
等
学
校
校
舎
は
、
建
設
当
初
「
く
」
の
字
型
を
し
た
校
舎
で
あ
っ
た
が
、
数
回

の
増
改
築
が
行
わ
れ
た
。（
図
3
）
一
九
五
六
年
頃
に
一
部
教
室
の
増
築
が
行
わ
れ
、

一
九
五
七
年
の
第
一
中
学
校
校
舎
建
設
の
際
に
は
、
東
側
へ
と
大
き
く
増
築
し
た
。

敷
地
は
東
側
へ
向
か
っ
て
高
く
な
っ
て
お
り
、
増
築
さ
れ
た
建
物
（
図
5
）
は
一
階

鉄
筋
、
二
階
木
造
で
屋
根
の
デ
ザ
イ
ン
や
高
さ
は
も
と
の
建
物
に
揃
え
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
二
階
は
外
廊
下
形
式
と
な
っ
て
お
り
、
同
年
に
竣
工
し
た
第
二
学
舎
二
号
館

も
外
廊
下
を
設
け
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
二
年
に
も
南
側

に
教
室
を
増
築
す
る
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
八
〇
年
の
高
等
学
校

新
校
舎
建
設
の
際
に
一
部
が
取
り
壊
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。

五
．
景
風
館

建
築
面
積
：
五
一
〇
．七
四
㎡

延
べ
床
面
積
：
五
三
一
．七
四
㎡

主
体
構
造
：
鉄
骨
造

規
模
：
地
上
一
階
（
一
部
二
階
）

工
期
：
一
九
五
四
年
一
一
月
〜
一
九
五
五
年
三
月

※
竣
工
時
に
つ
い
て

　

一
九
五
五
年
に
竣
工
し
た
景
風
館
（
図
6
）
は
、
第
一
高
等
学
校
と
第
一
中
学
校

図 5　�高等学校校舎（1957年増築部分）�
（関西大学年史編纂室所蔵）

図 4　�グラウンドから見た高等学校校舎�
（関西大学年史編纂室所蔵）
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の
間
の
丘
に
建
っ
て
お
り
、
不
規
則

な
六
角
形
平
面
を
持
つ
鉄
骨
モ
ル
タ

ル
塗
に
塩
焼
瓦
葺
で
、
高
等
学
校
校

舎
と
同
様
に
白
い
壁
に
赤
い
屋
根
を

し
た
建
物
で
あ
る
。
体
育
館
兼
講
堂

と
し
て
建
設
さ
れ
、
音
響
効
果
を
考

慮
し
て
天
井
を
張
ら
ず
、
鉄
筋
構
造

が
む
き
だ
し
と
な
っ
て
い
た
。
一
九

六
一
年
に
新
た
な
体
育
館
兼
講
堂
が

建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
図
書
館

に
用
途
変
更
し
、
一
九
八
一
年
に
柔

剣
道
道
場
に
、
二
〇
〇
一
年
に
は
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
に
用
途
を
変

更
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

保
健
室
や
校
長
室
等
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
た
が
、
二
〇
二
〇
年
に
取
り

壊
し
と
な
っ
た
。

　

建
設
の
際
、
斜
面
地
の
縁
に
テ
ラ

ス
が
張
り
出
す
よ
う
に
建
て
ら
れ
、

（
図
7
）
先
細
り
の
柱
が
そ
の
テ
ラ
ス

を
支
え
て
い
た
。
敷
地
の
北
西
に
は

村
野
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
街
灯
が
設
置

さ
れ
、
そ
の
横
に
は
、
力
桁
で
支
え

ら
れ
た
浮
遊
感
の
あ
る
階
段
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

　

村
野
は
、
高
低
差
の
あ
る
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
移
動
方
法
と
し
て
、
渡
り

廊
下
で
建
物
を
繋
ぐ
計
画
を
度
々
行
っ
て
お
り
、
一
九
五
七
年
の
高
等
学
校
校
舎
増

築
の
際
に
は
、
景
風
館
と
高
等
学
校
校
舎
を
細
い
部
材
の
渡
り
廊
下
で
繋
ぐ
案
も
考

え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
渡
り
廊
下
は
、
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
六

六
年
に
第
四
学
舎
二
号
館
内
の
渡
り
廊
下
、
円
神
館
と
第
二
学
舎
二
号
館
を
繋
ぐ
渡

り
廊
下
で
は
、
こ
の
時
に
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
細
い
部
材
を
用
い
た
軽
や
か
な

デ
ザ
イ
ン
の
も
の
が
作
ら
れ
た
。

六
．
第
一
中
学
校
校
舎

建
築
面
積
：
五
〇
八
．六
九
㎡

延
べ
床
面
積
：
一
四
四
〇
．六
九
㎡

主
体
構
造
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

規
模
：
地
上
三
階

工
期
：
一
九
五
七
年
五
月
〜
一
九
五
七
年
一
一
月

※
竣
工
時
に
つ
い
て

　

第
一
中
学
校
校
舎
は
、
一
九
五
七
年
に
竣
工
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
、

扇
か
ら
中
骨
部
分
を
抜
い
た
扇
面
状
の
平
面
を
し
た
白
い
建
物
（
図
8
）
で
あ
る
。

こ
の
建
物
は
、
教
室
一
〇
部
屋
・
特
別
教
室
二
部
屋
・
補
導
室
・
医
務
室
・
倉
庫
等

が
設
け
ら
れ
た
。
同
時
に
設
計
施
工
さ
れ
た
、
第
一
高
等
学
校
校
舎
の
増
築
部
分
と

は
渡
り
廊
下
で
接
続
し
て
い
た
。
一
九
九
四
年
に
改
築
さ
れ
、
バ
ル
コ
ニ
ー
が
室
内

図 7　�景風館のテラス部分�
（関西大学年史編纂室所蔵）

図 6　景風館（関西大学年史編纂室所蔵）
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四

に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
竣

工
当
時
と
は
少
し
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ

っ
て
い
る
。

　

建
物
は
、
千
里
山
花
壇
時
代
に
展

望
台
と
な
っ
て
い
た
高
台
部
分
の
手

前
に
建
っ
て
お
り
、
建
物
か
ら
第
一

高
等
学
校
・
中
学
校
の
敷
地
を
一
望

出
来
る
。
円
丘
に
あ
う
平
面
で
尚
且

つ
、
正
面
を
持
た
な
い
曲
面
の
フ
ァ

サ
ー
ド
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま

れ
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
性
を
踏
ま
え
て
、

こ
の
様
な
形
の
建
物
と
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ

工
期
：
一
九
六
五
年
六
月
〜
一
九
六
六
年
一
月

※
竣
工
時
に
つ
い
て

　

一
九
六
六
年
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階
建
の
第
一
高
等
学
校
理
科
特
別
教
室

棟
（
図
9
）
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
見
下
ろ
す
第
一
高
等
学
校
校
舎
の
南
側
に
建
設
さ

れ
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
第
一
高
等
学
校
校
舎
と
似
た
、
白
塗
り
の
壁
に
赤
い
勾
配
屋
根

と
な
っ
て
い
る
。
窓
は
縦
長
の
も
の
を
等
間
隔
に
配
し
て
い
る
が
、
一
階
は
柱
型
が

現
れ
て
お
り
、
少
し
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
壁
面
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
二
・
三
階
は

柱
型
が
出
て
お
ら
ず
、
四
階
は
窓
枠
を
少
し
外
に
張
り
出
す
と
い
っ
た
、
村
野
ら
し

い
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
お
い
て
も
第
一
学
舎
一
号

館
（
一
九
五
五
年
竣
工
）
の
中
庭
側
や
岩
崎
記
念
館
（
一
九
七
四
年
竣
工
）
で
も
同

様
の
デ
ザ
イ
ン
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

図 8　第一中学校校舎（関西大学年史編纂室所蔵）

図 9　�理科特別教室棟�
（関西大学年史編纂室所蔵）

ス
に
は
、
同
様
の
立
地
、
形
態
の
建
物
と
し
て
、
関
西
大
学
図
書
館
（
現
・
簡
文
館
）

が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
一
九
五
五
年
に
村
野
に
よ
っ
て
円
形
の
建
物
が
増
築
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
建
て
ら
れ
た
建
物
で
あ
る
。

七
．
理
科
特
別
教
室
棟

建
築
面
積
：
二
六
九
．八
二
㎡

延
べ
床
面
積
：
一
〇
九
六
．六
三
㎡

主
体
構
造
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

規
模
：
地
上
四
階



三
五

八
．
第
一
高
等
学
校
新
校
舎

建
築
面
積
：
一
四
七
四
．八
五
㎡

延
べ
床
面
積
：
六
三
二
六
．九
一
㎡

主
体
構
造
：
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

規
模
：
地
上
五
階

工
期
：
一
九
七
九
年
五
月
〜
一
九
八
〇
年
一
二
月

※
竣
工
時
に
つ
い
て

　

一
九
五
七
年
に
増
築
し
た
第
一
高
等
学
校
校
舎
（
図
10
）
は
、
建
築
後
二
〇
年
以

ー
ト
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
バ
ル
コ
ニ
ー
の
手
す
り
は
、
同
年
に
竣
工
し
た
村
野
設

計
の
宝
塚
市
役
所
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
建
物
同
様
、
外
観
の
重
要
な
要
素

と
な
っ
て
い
る
。

　

東
西
に
伸
び
る
二
棟
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
雁
行
状
に
配
置
さ
れ
、
棟
と
棟
の
間
に
は

連
絡
棟
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
連
絡
棟
の
足
元
は
ピ
ロ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

ピ
ロ
テ
ィ
の
壁
に
は
白
色
を
基
調
と
し
た
タ
イ
ル
模
様
が
あ
り
、
関
西
大
学
を
意
味

す
る
Ｋ
Ｄ
や
高
等
学
校
を
示
す
Ｈ
な
ど
の
文
字
や
地
球
儀
、
分
度
器
、
楽
器
な
ど
が

あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
所
は
休
み
時
間
の
生
徒
の
遊
び
場
や
放
課
後
の
ク
ラ

ブ
活
動
、
雨
の
日
の
体
育
に
と
利
用
さ
れ
て
い
る
。
村
野
は
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の

円
神
館
（
一
九
六
四
年
竣
工
）
の
ピ
ロ
テ
ィ
部
分
に
つ
い
て
、「
広
場
を
広
く
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
す
ね
。
そ
う
い
う
点
、
見
通
し
が
き
く
と
、
そ
れ
が
い
い
と
い
う

の
で
下
を
あ
け
た
ん
で
す
。（
中
略
）
下
の
方
を
あ
け
て
学
生
が
そ
こ
で
休
む
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
す
ね
。①
」
と
述
べ
て
お
り
、
簡
文
館
な
ど
の
建
物
に
も
広
場
を
兼
ね
た

ピ
ロ
テ
ィ
を
設
け
て
い
る
。

九
．
第
一
高
等
学
校
・
中
学
校
の
村
野
建
築
の
特
徴
に
つ
い
て

　

京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
資
料
館
所
蔵
の
村
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
て

い
る
、
第
一
高
等
学
校
新
校
舎
に
関
す
る
図
面
の
一
枚
（A

N
.5160-70

）
に
以
下
の

計
画
条
件
が
書
か
れ
て
い
る
。

一
．
現
在
の
緑
を
で
き
る
だ
け
残
す

二
．
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
現
状
の
ま
ま
残
す

三
．�

正
門
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変
更
し
な
い
（
一
部
道
路　

階
段
の
つ
け
か
え
を

図10　高等学校新校舎（関西大学年史編纂室所蔵）

上
経
過
し
た
後
、
老
朽
化
が
激
し
く
、

新
校
舎
の
建
設
が
望
ま
れ
た
。
そ
こ

で
、
二
期
に
分
け
て
工
事
が
行
わ
れ
、

一
九
八
〇
年
に
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

で
最
後
の
村
野
建
築
と
な
る
第
一
高

等
学
校
新
校
舎
が
建
て
ら
れ
た
。
外

観
は
全
体
的
に
暗
い
赤
色
の
タ
イ
ル

で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
側
は
屋
上
に
ま
で
設
置
さ
れ
た
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
で

き
た
白
色
の
手
す
り
と
白
色
の
窓
サ

ッ
シ
が
際
立
つ
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て

い
る
。
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ



三
六

生
じ
る
）

四
．
既
存
建
物
か
ら
の
距
離
を
確
保
す
る

五
．
南
向
の
教
室
を
多
く
確
保
す
る

六
．
現
在
の
校
舎
を
使
用
し
な
が
ら
改
造
工
事
を
行
う
（
工
事
は
二
期
に
分
け
る
）

　

上
記
一
．
二
．
三
の
条
件
に
つ
い
て
注
目
す
る
と
、
も
と
の
環
境
の
保
存
活
用
に

対
す
る
強
い
意
識
が
伺
わ
れ
る
。
丘
陵
地
に
建
つ
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷
地
内
に

は
、
小
高
い
丘
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
場
所
や
、
崖
地
の
よ
う
な
場
所
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
村
野
は
、「
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
入
れ
る
の
は
最
小
限
に
し
た

い②
」
と
よ
く
言
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
り
、
設
計
を
行
う
に
あ
た
り
大
掛
か
り
な
造
成

を
で
き
る
だ
け
避
け
、
周
り
の
環
境
と
建
物
の
関
係
性
を
考
え
た
デ
ザ
イ
ン
を
心
掛

け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
高
等
学
校
・
中
学
校
の
エ
リ
ア
内
に
お
い
て
も
、

こ
の
意
識
が
デ
ザ
イ
ン
に
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
三
の
緑
に
つ
い
て
、
村
野
は
「
木
が
育
っ
て
、
陰
に
な
っ
て
く
る
と
、
い

く
ら
か
そ
こ
に
潤
い
が
で
て
き
て
救
わ
れ
る
わ
け
で
す③
」
と
い
う
よ
う
に
述
べ
て
お

り
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
建
物
の
確
認
通
知
書
に
は
「
敷
地
内
に
必
ず
植
樹
の

こ
と
」
と
印
が
よ
く
押
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
は
、
し
ば
し
ば
他
大
学
に
比
べ
、
建
築
の
統
一
性
や

様
式
性
が
な
い
と
い
っ
た
話
を
耳
に
す
る
。
確
か
に
本
稿
で
取
り
上
げ
た
五
つ
の
建

物
が
建
つ
狭
い
範
囲
で
考
え
て
も
、
形
体
や
様
式
と
い
っ
た
統
一
感
は
一
部
で
し
か

見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
多
様
な
建
物
を
一
つ
一
つ
み
て
い
く
と
、
光

を
反
射
す
る
よ
う
な
面
の
取
り
方
を
せ
ず
、
柔
ら
か
く
細
か
な
陰
を
つ
け
る
よ
う
な

仕
上
げ
や
デ
ザ
イ
ン
、
緑
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
高
低
差
の
多
い
丘
陵
地
で
の
敷
地

の
読
み
取
り
な
ど
は
共
通
し
て
お
り
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
初
期
の
高
等
学
校

新
校
舎
か
ら
末
期
の
第
一
高
等
学
校
新
校
舎
に
至
る
ま
で
、
長
き
に
わ
た
り
一
貫
し

て
学
生
へ
の
心
理
的
影
響
を
考
え
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
二
〇
一
八
年
にD

O
CO
M
O
M
O
�Japan

に

建
築
群
と
し
て
認
定
さ
れ
、
群
と
し
て
の
知
名
度
は
高
く
な
っ
た
が
、
関
西
大
学
第

一
高
等
学
校
・
中
学
校
の
建
物
の
特
徴
や
概
要
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
知
ら
れ
る
機

会
が
少
な
い
場
所
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
存
在
す
る
第
一
高
等
学

校
・
中
学
校
の
村
野
建
築
つ
い
て
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
エ
リ
ア
は
、
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
村
野
の
初
期
作
品
と
最
後
の
作
品
が
並
ん
で
お
り
、
村
野
の

年
代
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
の
変
化
と
、
不
変
し
て
続
く
建
築
思
想
が
わ
か
る
意
義
深
い

場
所
で
あ
る
。
近
年
、
村
野
建
築
の
評
価
は
高
ま
っ
て
お
り
、
未
だ
に
高
い
人
気
や

注
目
度
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
一
因
と
し
て
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
思
考
が
設
計
の

中
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
利
用
者
が
無
意
識
に
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
る
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
小
さ
な
デ
ザ
イ

ン
は
日
常
の
中
で
気
づ
か
れ
に
く
く
、
村
野
建
築
は
取
り
巻
く
環
境
や
求
め
ら
れ
る

機
能
に
よ
っ
て
次
々
と
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
内
に
は
、
現
在
も
半
数
近
く
の
村
野
建
築
が
存
在
し
て
お
り
、
村
野
建
築

の
特
徴
や
技
術
、
思
想
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
文
化
価
値
を
再
考
す
る
と
と
も
に
、

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
お
い
て
今
後
計
画
さ
れ
る
建
物
に
関
し
て
、
造
成
や
素
材

感
な
ど
、
村
野
が
築
き
上
げ
て
き
た
設
計
に
対
す
る
、
考
え
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
引
き



三
七

継
い
だ
設
計
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

参
考
文
献
・
注
釈
・
図
版
出
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